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4
月号 No.1

オリーブの風薫る、ふれあいのまち 

「ボクたちの願い 大空へ 
　　　　　　 高く 高く…」 
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小豆島町長職務執行者 

八 木 壮一郎  

小
豆
島
町
発
足
に
あ
た
っ
て 

〜
オ
リ
ー
ブ
の
風
薫
る
　 

　
　
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
　
小
豆
島
町
〜 

 

平
成
18
年
３
月
21
日
、
内

海
町
と
池
田
町
が
合
併
し
、

人
口
１
７,
２
５
７
人
、
面
積

９
５
・
６
２
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
小
豆
島
町
が
誕
生
い

た
し
ま
し
た
。
午
前
９
時
か

ら
本
庁
舎
で
、
午
前
10
時
か

ら
は
内
海
庁
舎
で
開
庁
式
を

行
い
、
銘
板
の
披
露
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
地
域
に
と
っ
て
歴

史
的
な
場
に
立
ち
あ
い
、
合

併
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
に
大
き
な
喜

び
と
感
慨
を
覚
え
ま
す
。

私
は
、
新
町
長
が
選
挙
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
町
長
職
務

執
行
者
と
し
て
新
町
ス
タ
ー

ト
時
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

短
い
期
間
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
得
て
、
職
責
を

全
う
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

昭
和
の
大
合
併
以
来
、
約

半
世
紀
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の

道
を
歩
ん
で
き
た
自
治
体
が

合
併
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

大
変
困
難
な
こ
と
で
あ
り
、

合
併
へ
の
道
は
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
問
題
を
克
服
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
し

た
。し

か
し
な
が
ら
、
自
治
体

を
取
り
巻
く
環
境
が
一
段
と

厳
し
く
な
る
中
、
市
町
村
は

基
礎
自
治
体
と
し
て
自
ら
変

わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
現
代
に
生
き

る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
子
や

孫
た
ち
が
生
活
す
る
将
来
に

向
け
て
の
責
務
で
あ
り
、
未

来
に
夢
を
託
す
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。

新
町
の
前
途
は
、
合
併
し

た
か
ら
と
い
っ
て
決
し
て

洋
々
た
る
も
の
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
国
や
地
方
、
い
ず

れ
も
行
財
政
事
情
は
深
刻
さ

を
増
し
て
お
り
、
新
町
に
お

い
て
も
極
め
て
厳
し
い
運
営

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

合
併
は
こ
れ
か
ら
新
町
が
生

き
残
っ
て
い
く
た
め
の
一
つ

の
手
段
で
あ
り
、
そ
の
可
能

性
を
高
め
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。こ

れ
か
ら
、
合
併
の
効
果

を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
変

革
の
時
代
に
対
応
で
き
る

「
小
豆
島
町
」
に
し
、
さ
ら
に

「
島
は
ひ
と
つ
」
を
実
現
す
る

た
め
、
職
員
は
も
と
よ
り
住

民
の
皆
様
方
の
和
を
重
ん
じ
、

住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

町
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
旧
町
の
垣
根
が
取

り
払
わ
れ
、
二
つ
の
町
の
単

な
る
足
し
算
で
は
な
く
、
掛

け
算
に
な
っ
て
新
た
な
価
値

を
生
み
、
未
来
へ
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
と
な
る
よ
う
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。

住
民
の
皆
様
の
、
町
政
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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実りある未来へ 

歩み始めた 
　私たちのまち 

　
３
月
21
日
、
小
豆
島
町
役
場

（
池
田
庁
舎
）
と
内
海
庁
舎
で

開
庁
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

に
は
、
八
木
壮
一
郎
町
長
職
務

執
行
者
（
旧
池
田
町
長
）
ら
関

係
者
が
出
席
し
、
新
し
い
町
旗

の
掲
揚
と
銘
板
の
除
幕
を
行
い

ま
し
た
。 

　
式
で
は
八
木
町
長
職
務
執
行

者
が
出
席
者
を
前
に
「
将
来
的

に
は
島
は
一
つ
と
い
う
こ
と
を

見
据
え
、
こ
れ
か
ら
の
小
豆
島

町
の
在
り
方
を
、
考
え
て
い
か 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、 

島
外
か
ら
大
勢
の
人
に
来
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
町
に
す
る
た

め
に
し
っ
か
り
と
頑
張
っ
て
い

こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し

た
。 開

庁
式 

新しい町旗を前に気持ちも新たに 

開庁にあたってのあいさつを行う八木町長職務執行者 内海庁舎でも真新しい銘板の除幕が行われました 

実りある未来へ 

歩み始めた 
　私たちのまち 

「小豆島町」 

のデータ 

◆面　積　 95.62裄 
◆人　口　17,257人 
　男　性　 8,120人／女　性　 9,137人 
◆世帯数　 6,766世帯（H17・国勢調査） 
◆産　業　 8,457人 
　第一次産業　584人／第二次産業　3,325人 
　第三次産業　4,548人（H12・国勢調査） 
◆製造品出荷額等　394億2,612万円 
（H15・工業統計調査） 

◆事業所数　 1,255件 
◆従業者数　 7,085人 
（H16・事業所・企業統計調査） 
◆商店数　　　 378店 
◆商業の年間販売額　264億200万円 
（H14・商業統計調査） 
 
※データは各調査における旧2町のデータを
合計したものです。 



内海統括室 
 
住民福祉課 
 
 
 
税 務 課  
出 納 室  

2階 
 

1階 

蕁82－7001 
 
 
 
 
 
蕁82－7003 
蕁82－7012

 
 
蕁82－7004 
蕁82－7005 
 蕁82－7006

 
 
 

学校教育課 
社会教育課 
 
環境衛生課 
建 設 課  
農林水産分室 
人権対策課 

3階 
 
 

2階 

蕁82－7014 
蕁82－7015 
 
蕁82－7008 
蕁82－7009 
蕁82－7010 
蕁82－7011

坂手公民館 
坂手出張所 
 

 
蕁82－0248 

水 道 課  蕁82－7016 

 
 
住民係 
社会福祉係 
高齢者福祉 
国保年金係 

健康増進課 
 
 
 

　介護サービスうちのみ 

蕁82－7034 
蕁82－7038 
蕁82－7035 
 

　蕁82－7034 
　蕁82－7036 
 

介護事業係 
保健管理係 
訪問看護ステーション 
 

　居宅介護支援 
　訪問介護　 

橘 会 館 
　 橘出張所 

 
蕁82－2015 

福田公民館 
　福田出張所 

 
蕁84－2050 

澀 介護老人保健施設うちのみ 
潸 内海庁舎南館 

潺 小豆島町役場分庁舎（内海庁舎） 

漓 

滷 

澆 

澁 

◆
退
　
職
（
３
月
31
日
付
） 

岡
田
　
啓
司
（
総
務
課
付
課
長
） 

河
本
　
守
弘
（
総
務
課
付
課
長
） 

中
塚
　
元
三
（
総
務
課
付
課
長
） 

坂
本
音
次
郎
（
総
務
課
付
課
長
） 

長
町
　
俊
作
（
総
務
課
付
課
長
） 

庫
本
　
雄
治
（
総
務
課
付
課
長
） 

鷹
尾
　
紀
延
（
総
務
課
付
課
長
） 

黒
島
　
槇
雄
（
総
務
課
付
主
幹
） 

平
井
美
恵
子
（
総
務
課
付
主
幹
） 

田
川
　
利
男
（
総
務
課
付 

　
　
　
　
　
　
　
課
長
補
佐
） 

岡
田
　
有
夫
（
総
務
課
付 

　
　
　
　
　
　
　
課
長
補
佐
） 

石
井
　
耕
二
（
総
務
課
付 副

主
幹
） 

池
田
　
　
寛
（
内
海
病
院 副

院
長
） 

森
　
　
茂
雄
（
内
海
病
院 医

　
長
） 

高
野
耕
志
郎
（
内
海
病
院 医

　
師
） 

高
野
　
実
子
（
内
海
病
院 医

　
師
） 

橋
本
　
正
司
（
内
海
病
院 副

科
長
） 

九
冨
　
三
嗣
（
内
海
病
院 

主
任
技
師
） 

喜
田
　
良
子
（
内
海
病
院 

主
任
看
護
師
） 

藤
原
万
希
子
（
内
海
病
院 看

護
師
） 

岡
田
　
　
環
（
内
海
病
院 

主
任
准
看
護
師
） 

塚
谷
ヨ
シ
子
（
内
海
病
院 

看
護
助
手
） 

谷
本
　
典
子
（
苗
羽
幼
稚
園 

教
　
諭
） 

中
桐
　
洋
子
（
内
海
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

調
理
員
） 

　
役
　
　
場 

◆
採
　
用 

内
海
統
括
室
主
事
　
野
闢
　
　
賢 

税
務
課
主
事
　
　
大
野
　
洋
介 

建
設
課
主
事
　
　
谷
口
　
卓
也 

◆
配
置
換
え
・
派
遣 

農
林
水
産
課
主
任
主
事
　
香
川

県
小
豆
総
合
事
務
所
土
地
改
良

課
派
遣
　
波
田
　
　
豊
（
建
設

課
農
林
水
産
分
室
主
任
主
事
） 

◆
配
置
換
え 

住
民
福
祉
課
主
任
保
健
師 

三
好
　
祐
子 

（
健
康
増
進
課
主
任
保
健
師
） 

住
民
福
祉
課
保
健
師 

羽
田
　
有
梨 

（
健
康
増
進
課
保
健
師
） 

住
民
福
祉
課
相
談
指
導
員 

黒
闢
　
優
子 

（
健
康
増
進
課
相
談
指
導
員
） 

町
職
員
の
人
事
を
次
の
と
お
り

発
令
し
ま
し
た
。 

（
　
）
は
旧
職
名 

澁 
滷 

漓 

澆 

潸 
潺 澀 潯 

潛 
潭 
濳 

潼 

澂 

町
職
員
の
人
事 

（今月号折込の防災マップを使って、避難経路・場所の確認をしましょう）3 -2006.4 2006.4-4あ■■ 1122月月44日日～～1100日日はは「「人人権権週週間間」」でですす。。 正しくは「坂手百年会」

です。訂正してお詫びします。



投
票
へ
　
行
こ
う
　
築
こ
う
　
小
豆
島
町
の
未
来 

　４月23日豸に、小豆島町長選
挙および小豆島町議会議員選挙
が行われます。小豆島町の未来
を築く大切な選挙です。必ず投
票に行きましょう！ 
　なお、町議会議員選挙は、今
回に限り、池田選挙区（旧池田
町の区域）から６名、内海選挙
区（旧内海町の区域）から12名
の議員をそれぞれ選出します。 

※投票所　室生地区の投票所が
「小豆島ふるさと村夢想館」に
変更になりますが、それ以外の
地区では従来どおりです。 

※投票時間　7：00～20：00まで 
（ただし、岩谷、当浜、田浦、吉
田は、19：00までです。） 

※期日前投票　４月19日貉～4月
22日貍の8：30～20：00までの間、
次の場所で行っています。 

旧池田町内の方は、小豆島町役
場池田庁舎（１階第３会議室） 

旧内海町内の方は、小豆島町役
場内海庁舎（消防横のプレハブ） 

注）旧池田町内の方が
内海庁舎へ行ったり、
逆に旧内海町内の方が
池田庁舎へ行った場合
は投票できませんので
ご注意ください。 

総 務 課  
企画財政課 
 
農林水産課 
池田総合窓口センター 
 
 

2階 
 
 

1階 

蕁75－1700 
蕁75－1800 
 
蕁75－1900 
 
蕁75－0555 
 
 

教 育 分 室  
蕁75－0600 

商工観光課 
 

蕁82－7007 
 

三都出張所 
 

蕁76－0262 
 

内 海 病 院  
 
 
蕁82－2121 

潭 小豆島町役場（池田庁舎） 

澂 池田保健センター 

潼 三都ふれあいセンター 

潛 旧小豆島民俗資料館 

濳 農村環境改善センター 

議会事務局 
 
介護サービスいけだ 
 

2階 
 

1階 

蕁75－1100 
 
 
蕁75－0200 
 
 
 
 

　
内
海
病
院 

◆
採
　
用 

技
　
師
　
　
　
　
長
栄
　
友
美 

技
　
師
　
　
　
　
饌
本
　
　
恵 

技
　
師
　
　
　
　
森
岡
　
寛
明 

技
　
師
　
　
　
　
羽
田
奈
緒
美 

助
産
師
　
　
　
　
小
濱
　
利
香 

看
護
師
　
　
　
　
中
野
由
香
理 

看
護
師
　
　
　
　
中
橋
　
巨
紗 

看
護
師
　
　
　
　
山
田
　
幸
子 

看
護
師
　
　
　
　
西
滝
　
知
佳 

看
護
師
　
　
　
　
闍
橋
　
美
穂 

看
護
師
　
　
　
　
九
冨
美
乃
里 

看
護
助
手
　
　
　
亀
井
　
直
紀 

医
　
師
　
　
　
　
岸
野
毅
日
人

医
　
師
　
　
　
　
祖
父
江
　
理

医
　
師
　
　
　
　
加
藤
　
清
仁 

◆
昇
　
任 

副
院
長
　
　
　
　
林
　
　
敬
二 

（
内
海
病
院
医
長
） 

医
　
長
　
　
　
　
徳
永
　
　
勝 

（
内
海
病
院
医
師
） 

医
　
長
　
　
　
　
山
本
　
議
仁 

（
内
海
病
院
医
師
） 

医
　
長
　
　
　
　
堂
本
　
和
孝 

（
内
海
病
院
医
師
） 

　
介
護
老
人
保
健
施
設 

◆
採
　
用 

介
護
士
　
　
　
　
谷
川
　
賢
司 

◆
配
置
換
え 

技
　
師
　
　
　
　
鷹
尾
　
茂
延 

（
内
海
病
院
技
師
） 

　
教
育
委
員
会
部
局 

◆
採
　
用 

社
会
教
育
課
主
事
　 

神
園
香
代
子 

◆
昇
　
任 

池
田
保
育
所
所
長 

石
井
　
里
枝 

（
池
田
保
育
所
主
任
保
育
士
） 

◆
配
置
換
え 

池
田
幼
稚
園
園
長
　 

中
澤
　
福
美
（
池
田
保
育
所
所
長
） 

草
壁
幼
稚
園
教
頭 

石
井
　
敏
子
（
苗
羽
幼
稚
園
教
頭
） 

苗
羽
幼
稚
園
教
頭
　 

中
多
　
恵
子
（
草
壁
幼
稚
園
教
頭
） 

安
田
幼
稚
園
主
任
教
諭 

川
口
こ
の
み 

（
草
壁
幼
稚
園
主
任
教
諭
） 

苗
羽
幼
稚
園
教
諭 

俵
　
　
恵
美
（
安
田
幼
稚
園
教
諭
） 

西
村
幼
稚
園
教
諭 

入
倉
奈
那
美
（
苗
羽
幼
稚
園
教
諭
） 

苗
羽
幼
稚
園
教
諭 

植
松
　
恭
代
（
福
田
幼
稚
園
教
諭
） 

福
田
幼
稚
園
教
諭 

三
木
里
依
子
（
西
村
幼
稚
園
教
諭
） 

◆
併
　
任 

社
会
教
育
課
社
会
教
育
主
事 

池
田
　
憲
生 

学
校
教
育
課
主
任
指
導
主
事 

平
野
　
　
卓 

潯 
 

（今月号折込の防災マップを使って、避難経路・場所の確認をしましょう）5 -2006.4
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３
月
３
日
に
池
田
イ
マ
ー
ジ

ュ
セ
ン
タ
ー
、
３
月
10
日
、
内

海
町
役
場
研
修
室
に
お
い
て
、

平
成
17
年
度
教
育
委
員
会
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
教

育
分
野
で
貢
献
の
あ
っ
た
方
、

こ
の
１
年
間
に
優
秀
な
成
績
を

上
げ
た
方
を
顕
彰
す
る
も
の

で
、
今
年
度
は
池
田
、
内
海
あ

わ
せ
て
６
団
体
と
23
名
の
方
に

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

池
田
町
関
係

表
　
彰
　
状

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

三
木
　
斎
智
（
池
田
中
３
年
）

＊
四
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会

女
子
砲
丸
投
げ
「
優
勝
」

山
本
　
　
茜
（
池
田
中
３
年
）

＊
香
川
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
共
通
女
子
四
種
競
技
「
優

勝
」

＊
香
川
県
中
学
校
四
種
競
技
兼

中
長
距
離
記
録
会
女
子
四
種

競
技
「
優
勝
」

豊
田
　
大
輝
（
池
田
中
２
年
）

＊
香
川
県
中
学
校
新
人
陸
上
競

技
大
会
男
子
砲
丸
投
「
優
勝
」

池
田
中
学
校
男
子
駅
伝
チ
ー
ム

＊
香
川
県
中
学
校
駅
伝
競
走
大

会
「
優
勝
」

山
北
　
知
奈
（
池
田
小
６
年
）

＊
学
校
生
活
が
明
る
く
楽
し
い

も
の
に
な
る
よ
う
行
動
し

た
。

＊
児
童
会
役
員
と
し
て
、
意
欲

的
に
活
動
し
た
。

＊
常
日
頃
か
ら
全
教
科
に
わ
た

り
積
極
的
に
努
力
し
良
い
成

績
を
残
し
た
。

感
　
謝
　
状

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

医
療
法
人
社
団
　
池
田
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
　
八
木
　
正
人

＊
手
洗
い
を
よ
り
衛
生
的
に
行

え
る
よ
う
小
学
校
に
自
動
手

洗
い
蛇
口
お
よ
び
乾
燥
機
を

寄
贈
し
た
。

＊
学
校
医
と
し
て
、
平
成
17
年

度
健
康
推
進
学
校
特
選
校
の

選
定
に
大
き
く
貢
献
し
、
子

ど
も
た
ち
の
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
た
。

北
道
院
拳
法
小
豆
島
道
場
　

川
西
　
基
雄

＊
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進

す
る
た
め
、
金
一
封
を
寄
贈

し
た
。

株
式
会
社
ゼ
ロ
ム

＊
文
化
芸
術
の
振
興
と
発
展
の

た
め
、
金
一
封
を
寄
贈
し
た
。

内
海
町
関
係

団
体
表
彰

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

内
海
中
学
校
柔
道
部
（
男
子
）

＊
香
川
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
相
撲
競
技
「
団
体
１
位
」

＊
香
川
県
中
学
校
新
人
体
育
大

会
相
撲
競
技
「
団
体
１
位
」

内
海
中
学
校
柔
道
部
（
女
子
）

＊
読
売
旗
争
奪
香
川
県
下
柔
道

大
会
女
子
少
年
の
部

「
団
体
１
位
」

内
海
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

（
女
子
）

＊
四
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
「
１
位
」

＊
高
松
東
高
杯
中
学
校
招
待
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
「
１
位
」

苗
羽
小
学
校
音
楽
部

＊
Ｍ
Ｂ
Ｓ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
徳
島
地
区
大
会

「
優
秀
賞
」

＊
Ｍ
Ｂ
Ｓ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
西
日
本
優
秀
校
発
表
会

「
最
優
秀
賞
」

個
人
の
部

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

照
木
　
　
栞
（
内
海
中
１
年
）

＊
香
川
県
中
学
校
新
人
体
育
大

会
柔
道
競
技
個
人
女
子
57
裴

級
「
１
位
」

＊
読
売
旗
争
奪
香
川
県
下
柔
道

大
会
女
子
少
年
の
部

「
最
優
秀
賞
」

友
永
　
健
太
（
内
海
中
１
年
）

＊
香
川
県
中
学
校
陸
上
競
技
記

録
会
男
子
１
年
１
０
０
ｍ

「
１
位
」

戎
　
　
千
尋
（
内
海
中
１
年
）

＊
香
川
県
中
学
校
１
年
生
種
目

別
競
技
大
会
柔
道
女
子
個
人

52
裴
級
「
１
位
」

榎
本
　
勇
起
（
内
海
中
２
年
）

＊
香
川
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
相
撲
競
技
個
人
「
１
位
」

＊
香
川
県
中
学
校
新
人
体
育
大

会
相
撲
競
技
個
人
「
１
位
」

児
玉
　
京
大
（
内
海
中
２
年
）

＊
香
川
県
中
学
校
新
人
体
育
大

会
柔
道
競
技
個
人
男
子
81
裴

級
「
１
位
」

米
山
　
美
咲
（
内
海
中
２
年
）

＊
香
川
県
中
学
校
新
人
体
育
大

会
柔
道
競
技
個
人
女
子
48
裴

級
「
１
位
」

中
田
　
千
尋
（
内
海
中
２
年
）

＊
香
川
県
中
学
校
新
人
体
育
大

会
陸
上
競
技
女
子
２
０
０
ｍ

「
１
位
」

＊
高
松
市
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
女
子
中
学
２
０
０
ｍ

「
１
位
」

大
山
ま
ど
か
（
内
海
中
２
年
）

＊
青
少
年
読
書
感
想
文
香
川
県

コ
ン
ク
ー
ル
「
最
優
秀
賞
」

蘆学校教育課　　　蕁82－7014 
蘆社会教育課　　　蕁82－7015 
蘆教 育 分 室　　　蕁75－0600 
 

平
成
17
年
度 

　
池
田
町
・
内
海
町 

教
育
委
員
会
表
彰
式 

2006.4-6あ

池田町教育委員会表彰の受賞者の皆さん



広報文芸 
歌壇「 小 豆 島 」 

北地レディース句会 

三月例会詠草 

名
乗
り
出
で
し
顔
に
漸
く
幼
か
る
頃
の
お
も
か
げ
竹
馬
の
友
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
内
　
実
男 

ウ
チ
ノ
ミ
と
い
ふ
町
の
名
が
消
え
て
ゆ
く
わ
れ
嫁
ぎ
来
て
五
十
五
年
目
　
　
　
　
　
　
樋
出
　
文
子 

日
本
に
た
っ
た
ひ
と
つ
の
金
メ
ダ
ル
荒
川
静
香
た
を
や
か
に
舞
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
山
元
　
紀
代 

巡
り
来
る
三
寒
四
温
昨
日
晴
れ
　
よ
ろ
こ
び
消
え
て
今
日
は
雨
風
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
風
　
た
け 

町
議
選
が
合
併
初
の
行
事
に
て
議
員
町
民
み
な
熱
の
入
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
田
ア
ヤ
子 

春
弥
生
平
成
合
併
の
小
豆
島
二
つ
の
町
が
軌
を
一
に
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
木
　
慶
子 

面
白
き
こ
と
あ
り
さ
う
な
予
感
せ
り
　
民
主
ズ
ッ
コ
ケ
逆
イ
ナ
バ
ウ
ア
　
　
　
　
　
　
湯
舟
　
散
人 

制
服
に
身
を
固
め
た
る
わ
が
友
が
レ
ジ
に
並
み
立
つ
客
捌
き
行
く
　
　
　
　
　
　
　
　
立
住
喜
代
子 

ジ
ャ
ム
を
煮
る
よ
う
な
ひ
ね
も
す
海
霧
に
栄
螺
の
呟
き
　
さ
ざ
え
の
つ
ぼ
や
き
　
　
　
森
　
フ
サ
子 

う
か
ら
や
か
ら
が
ん
じ
が
ら
め
の
し
が
ら
み
に
あ
ぎ
と
ふ
日
々
や
過
疎
の
島
に
住
む
　
や
ぎ
あ
き
ら 

 

こ
れ
ほ
ど
の
数
と
は
知
ら
ず
雛
展
　
　
明
田
　
紘
子 

剪
定
に
大
空
透
け
し
オ
リ
ー
ブ
園
　
　
柴
田
　
禮
美 

春
め
く
や
嫁
の
お
産
の
日
の
近
し
　
　
中
沢
き
く
み 

歳
月
に
う
す
く
汚
れ
し
雛
の
面
　
　
　
真
砂
伊
久
子 

幾
千
の
雛
飾
り
て
町
お
こ
し
　
　
　
　
真
砂
　
一
美 

そ
れ
ぞ
れ
の
顔
に
不
安
や
卒
業
子
　
　
三
木
こ
ず
え 

タ
ン
カ
ー
に
揺
れ
る
渡
船
や
春
の
潮
　
真
砂
　
松
韻 

 

こどもの読書週間 今年の標語 
4月23日豸～5月12日貊 『魔法の国へのパスポート』 

小豆島町立 
図書館 
蕁 82－0291

新刊紹介（児童書） ※他に約20冊あります 

4月の行事予定 

燃料電池車のひみつ 
ぼくのスケッチブック 
その歌声は天にあふれる 
いのこのまつり 
うみがめマリンの大冒険 
しろいみち 

古文書（初級） 
おはなし ひとみ会 
わくわく おはなし会 
古文書を読む会 
枕草子を読む会 
読 書 の 会  
手作り紙芝居  作成日 

一 般  
幼・児童 
1～3歳児 
一 般  
一 般  
一 般  
一 般  

４月 8 日貍10：00～12：00 
４月 9 日豸14：00～14：30 
４月12日貉10：00～10：30 
４月12日貉14：00～16：00 
４月15日貍14：00～16：00 
４月16日豸14：00～16：00 
４月19日貉10：00～12：00 

ロビー展（4月22日～5月14日）※貸出可 
おすすめするこども絵本・図書展（約100冊展示） 

子ども読書週間フェアー（4月23日から「子ども読書週間」） 
てるきさんのおはなし会　4月22日貍14：00～ 

書 名  

新刊紹介（一般書） ※他に42冊あります 

最後の2年 
日はまた昇る－日本のこれからの15年－ 
食がわかれば世界経済がわかる 
フリーター漂流 
生きがいの教室 
耐震偽装 
間違いだらけのクルマ選び最終版 
お茶から生まれたお茶レシピ 
家族で楽しむ自給自足 
図説団塊マーケット 
昭和短歌の精神史 
お腹召しませ 
哀しみの終着駅 
40翼ふたたび 
沖で待つ 
宙ぶらん 
標的走路 

浅井　　隆 
ビル･エモット 
榊原　英資 
松宮　健一 
飯田　史彦 
細野　　透 
徳大寺有恒 
安田ひと絵 
新田　穂高 

日本経済研究センター 
三枝　昂之 
浅田　次郎 
赤川　次郎 
石田　衣良 
絲山　秋子 
伊集院　静 
大沢　在昌 

書 名  

行 事 名  日 時  対象  

6
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森
川
　
翔
平
（
内
海
中
３
年
）

＊
香
川
県
中
学
校
駅
伝
競
走
大

会
「
第
１
区
区
間
賞
・
最
優

秀
賞
」

＊
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競

技
香
川
大
会
共
通
男
子
１
５

０
０
ｍ
「
１
位
」

＊
香
川
県
中
学
校
陸
上
競
技
記

録
会
共
通
男
子
１
５
０
０
ｍ

「
１
位
」

＊
高
松
市
陸
上
競
技
春
季
強
化

大
会
中
学
男
子
３
０
０
０
ｍ

「
１
位
」

＊
香
川
県
中
学
校
四
種
競
技
兼

中
長
距
離
記
録
会
共
通
男
子

１
５
０
０
ｍ
「
１
位
」

高
橋
　
郁
佳
（
内
海
中
３
年
）

＊
香
川
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
柔
道
競
技
個
人
女
子
57
裴

級
「
１
位
」

吉
良
　
隆
弘
（
内
海
中
３
年
）

＊
香
川
県
中
学
校
相
撲
選
手
権

大
会
「
１
位
」

浜
本
恵
理
子
（
内
海
中
３
年
）

＊
香
川
県
中
学
生
新
人
学
年
別

卓
球
大
会
２
年
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
「
１
位
」

立
花
　
俊
彦
（
片
城
）

山
本
　
　
彰
（
西
村
）

＊
公
民
館
活
動
の
振
興
に
尽
力

し
、
町
の
社
会
教
育
の
進
展

に
寄
与
し
た
。

炭
本
　
和
美
（
片
城
）

＊
オ
リ
ー
ブ
メ
イ
ト
の
活
動
に

尽
力
し
、
町
の
文
化
活
動
の

進
展
に
寄
与
し
た
。

江
口
　
玉
枝
（
西
村
）

＊
華
道
の
振
興
に
尽
力
し
、
町

の
文
化
活
動
の
進
展
に
寄
与

し
た
。

井
上
　
　
章
（
古
江
）

＊
文
化
財
の
保
護
活
動
に
尽
力

し
、
文
化
の
振
興
に
寄
与
し

た
。

内海町教育委員会表彰の受賞者の皆さん



春
の
親
子
自
然
観
察
会 

　
　
　
　
参
加
者
募
集 

日
　
時
　
４
月
30
日
豸 

　
　
15
時
30
分
〜
迚
小
雨
決
行
迥 

場
　
所
　
土
庄
町
渦
江
海
岸
周
辺 

（
集
合
場
所
…
渦
江
バ
ス
停
付
近 

　
　
　
　
　
　
駐
車
場
） 

内
　
容
　
海
辺
で
遊
ぼ
う
！
（
貝

掘
り
、
マ
テ
貝
と
り
、
海
の
生
き 

物
遊
び
、
海
浜
植
物
の
観
察
な
ど
） 

参
加
費
　
１
人
100
円（
保
険
料
等
）

　
　
　
　
※
当
日
徴
収 

募
集
人
数
　
30
名
程
度 

準
備
物
　
帽
子
・
タ
オ
ル
・
水
筒

・
軍
手
・
長
靴
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
・

バ
ケ
ツ
・
草
か
き
、
貝
堀
の
道
具

・
精
製
塩
（
500
裨
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
入
れ
て
用
意
） 

申
込
先
　
４
月
27
日
貅
ま
で
に
土

庄
中
央
公
民
館
へ 

（
T
E
L
　６
２
―
７
０
１
３
） 

（
F
A
X
　６
２
―
０
３
８
７
） 

主
　
催
　
小
豆
島
自
然
観
察
指
導

員
連
絡
会 

後
　
援
　
土
庄
町
教
育
委
員
会
・

小
豆
島
町
教
育
委
員
会 

小豆島町教育委員会社会教育課のおもな施設使用料のお知らせ 社会教育課　蕁82－7015 
教 育 分 室　蕁75－0600

利用時間、休業日等については、各家庭に配布している「小豆島町暮らしのガイドブック」をご覧ください。 
 

単位：円（消費税込）　※金額は1時間当たりを表示 

大 会 議 室  
中 会 議 室  
会 議 室  
その他の部屋 
多目的ホール 
各 室  
多目的ホール 
各 室  
研 修 室  
体 育 館  
運 動 場  
柔 剣 道 場  
野 球 場  

夜 間 照 明
 

 
多 目 的  

夜 間 照 明
 

 
テニスコート 
夜 間 照 明  
柔 剣 道 場  
バレーコート 
体 育 館  

プ ー ル
 

 

１ 室  
１ 室  
１ 室  
１ 室  
１ 室  
１ 室  
１ 室  
１ 室  
１ 室  

－ 
－ 

半 面  
－ 

全 点 灯  
半 点 灯  

－ 
４ 基 点 灯  
１ 基 点 灯  
１ 面  
１ 面  
半 面  
１ 面  
バレー１面 
小 ･ 中学生  
高･大・一般 

1,575 
1,050 
525 
525 

2,625 
525 

2,625 
525 
525 
315 
210 
315 
420 

3,150 
2,100 
210 

1,575 
210 
525 

1,050 
315 
315 
315 
105 
210

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
525 

2,625 
525 
－ 
－ 
－ 
－ 

1,260 
6,300 
4,200 
630 

3,150 
420 

1,575 
1,575 
945 
945 
945 
315 
630

945 
630 
315 
315 

2,100 
315 

2,100 
315 
315 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

 
 
各 公 民 館  
 
 

農 村 環境改善センター
 

 
三 都ふれあいセンター  
町 民 学 習 セ ン タ ー  
 
小・中学校（学校開放施設） 
 

 
 
 
内 海 総 合 運 動 公 園  
 
 
 
 
武 道 場 （ 内 海 ）  
体育館（中山・三都・内海） 
 
Ｂ ＆ Ｇ 海 洋 セ ン タ ー  

社
会
教
育
関
係
施
設 

社
会
体
育
関
係
施
設

 

区分  単 位  町内者 町外者 冷暖房料 施 　 　 　 　 　 設  

　20歳以上の方であれば、学生も国民年金に加入しな
ければなりません。 
　しかし、ほとんどの学生は所得がなく、国民年金に 
加入しても保険料を納めることが困難です。そのため、 
社会人になってから保険料を納めることができる制度
「学生納付特例制度」があります。 
　この制度を利用するには、申請書に必要事項を記入
し、学生証の写しを添えて、５月末までに申請すれば
４月から翌３月まで承認を受けることができます。た
だし、毎年申請する必要があります。申込
先は住民票を登録している市区町村の国民
年金担当窓口です。 
問い合わせ 
　住民福祉課国民年金係　　　蕁82－7006 
　池田総合窓口センター住民係　蕁75－0557

（今月号折込の防災マップを使って、避難経路・場所の確認をしましょう）3 -2006.4 2006.4-8あ



高松市香川町大野 
2516番地12 

小豆島町安田甲71番地1 

小豆島町池田1101番地1 

小豆島町池田1880番地 

東かがわ市土居91番地2 

小豆島町池田1358番地2 

土庄町甲5945番地4 

小豆島町馬木甲19番地5 

小豆島町池田1310番地 

小豆島町馬木甲854番地2 

小豆島町古江甲167番地1 

岡山市円山846番地 

小豆島町福田甲995番地 

小豆島町坂手甲183番地21 

 

（087） 
886－0493 

82－1078 

75－0411 

75－1681 

（0879） 
25－9157 

75－0768 

62－4077 

82－4558 

75－1186 

82－4844 

82－0054 

（086） 
274－2191 

84－2506 

82－1686 

 

譌伊賀電気工業所 

大 石 工 作 所  

香川県農業協同組合 
池 田 支 店  

譁 香 川 設 備  

笠井設備工業譁  

譌 楠 設 備  

譌 坂 本 工 業  

渋 谷 水 道  

譌小豆島設備工業 

庄 野 水 道  

譌 新 和 鉄 工 所  

譁 水 正 工 業  

闍 尾 石 材 譁  

田 中 機 工  

 

事業者名称  電話番号 住 　 　 所  

小豆島町蒲野829番地1 

小豆島町馬木甲852番地1 

小豆島町草壁本町145番地1 

高松市成合町16番地9 

小豆島町池田1951番地 

小豆島町木庄甲270番地 

小豆島町草壁本町552番地 

小豆島町安田甲121番地12 

土庄町渕崎甲2067番地3 

小豆島町福田甲613番地 

小豆島町安田甲110番地 

小豆島町馬木甲1525番地2 

小豆島町苗羽甲1432番地2 

綾歌郡綾川町陶3575番地2

76－0023 

82－0997 

82－1125 

（087） 
886－5456 

75－1167 

82－2642 

82－0195 

82－0158 

62－5030 

84－3009 

82－1268 

82－6311 

82－4322 

（0878） 
77－0347

譌 田 中 鉄 工  

田中電気工事譁  

譁 中 電 工  
小 豆 島 営 業 所  
譁 電 工 社  
エンジニアリング 

譌 西 口 水 道  

譌 長 谷 川 電 工  

譌 ふ だ 中 商 店  

松 田 設 備 譁  

譌丸島ハウジングサービス 

ミ ヤ モ ト 住 設  

譏 三 好 鉄 工 所  

譌 八 木 設 備  

山闢設備工業所 

譌吉森設備工業 

 

 

事業者名称  電話番号 住 　 　 所  

蕁82－7016 
蕁75－0559

水道水の供給を受ける時は、給水装置（配管や蛇口など）の構造や材質が法令で定めら
れた基準に適合していなければなりません。これら給水装置の工事を、適切に行えると
認めた事業者を平成18年３月21日に次のとおり指定しました。 
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春
、
四
月
に
な
る
と
桜
の

花
の
も
と
学
校
へ
は
新
入
生

が
入
学
、
職
場
へ
は
新
入
社

員
が
入
社
し
て
き
ま
す
。
夢

と
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
雰
囲

気
を
創
り
出
し
ま
す
。 

　「
新
学
年
に
な
っ
て
勉
強
に
、

運
動
に
が
ん
ば
り
た
い
」、「
自

分
の
能
力
を
精
一
杯
出
し
て

働
き
た
い
」、「
好
き
な
人
と

結
婚
し
、
好
き
な
所
で
自
由

に
生
活
を
し
た
い
」、「
自
分

を
は
じ
め
、
家
族
の
み
ん
な

が
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
、

こ
の
よ
う
な
人
間
と
し
て
当

然
の
願
い
は
、
日
本
国
憲
法

で
保
障
さ
れ
て
い
る「
基
本
的

人
権
」を
、
誰
も
こ
れ
を
侵
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
部
落
問

題
を
始
め
と
し
て
、
女
性
だ

か
ら
、
障
害
者
だ
か
ら
、
外

国
人
だ
か
ら
あ
る
い
は
、
エ

イ
ズ
や
元
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
夢
や

希
望
が
こ
わ
さ
れ
て
い
る
人

が
、
現
実
に
は
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
　 

　
憲
法
で
は
、
自
由
に
生
き

る
権
利
「
自
由
権
」
と
し
て
、

①
身
体
の
自
由
、
②
精
神
の

自
由
、
③
経
済
活
動
の
自
由
、

｢

平
等
の
権
利｣

と
し
て
、
憲

法
に
は
「
す
べ
て
国
民
は
、

法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、

人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会

的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、

政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会

的
関
係
に
お
い
て
、
差
別
さ

れ
な
い
」
と
明
記
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
、
人
間
ら
し
く
生

き
る
権
利
「
社
会
権
」
に
は

①
生
存
権
、
②
教
育
を
受
け

る
権
利
、
③
労
働
者
の
権
利

等
が
国
民
の
権
利
と
し
て
保

障
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
す
べ
て
の
人
に
、
「
人
権
」

が
保
障
さ
れ
、
み
ん
な
が
平

等
で
明
る
く
幸
せ
な
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
私
た

ち
の
一
人
ひ
と
り
が
、
日
常

生
活
の
中
に
お
互
い
の
人
権

を
尊
重
す
る
心
を
持
ち
た
い

も
の
で
す
。 

漓 

「
み
ん
な
で
考
え
よ
う 
 

　   

　
　
　
人
権
問
題
に
つ
い
て
」 

　
　　　　　　　　　　 



　
４
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
る

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
予
防
接

種
は
、
各
自
で
医
療
機
関
に
予

約
し
問
診
票
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
母
子
手
帳
と
と
も 

に
持
参
し
、
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
新
し
い
予
防
接
種
の
問

診
票
は
各
医
療
機
関
、
小
豆
島

町
健
康
増
進
課
お
よ
び
池
田
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー
・
保
健
係
に

あ
り
ま
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

蘆
内
海
病
院
（
小
児
科
） 

蕁
８
２
―
２
１
２
１ 

蘆
土
庄
中
央
病
院
（
小
児
科
） 

蕁
６
２
―
１
２
１
１ 

蘆
池
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

　
蕁
７
５
―
１
３
１
３ 

麻しん・風しん 

予 防接種  
についてのお知らせ 

小豆島町栄養教室受講生募集 
『健康づくり』について一緒に学んでみませんか？ 
　健康づくりの基本は「食生活・運動・休養」のバランス
です。「小豆島町栄養教室」では食生活改善を中心とした
健康づくりの基礎知識を学習します。なお、受講後は食生
活改善推進協議会の会員となり、町民の健康づくりの一環
として食生活改善事業の推進にあたります。 

募集人員：20名 
期間および回数：平成18年６月～平成20年３月 
　　　　　　　 （２年間で10回） 
場　　所：小豆島町池田保健センターほか 
内　　容：講話、グループ学習、 
　　　　　調理実習等 
受 講 料：無料 
講　　師：医師、栄養士、保健師ほか 
申込期限：4月28日貊まで 
申込場所：健康増進課 
　　　　　池田総合窓口センター 
　　　　　　　　　　 
 

調子 はいかが？ 

色々な健康に関する 
情報です 

蘆健康増進課　　　蕁82－7038 
蘆池田総合窓口センター・保健係　 
　　　　　　　　　蕁75－0558

☆
フ
ッ
素
は
ど
ん
な
働
き
を
す

る
の
？
☆ 

　
歯
に
付
い
た
糖
は
、
細
菌
の

え
さ
と
な
り
ま
す
。
え
さ
を
食

べ
た
細
菌
は
酸
を
出
し
、
歯
を

溶
か
し
、
む
し
歯
を
つ
く
り
ま

す
。
む
し
歯
は
左
上
の
図
に
あ

る
よ
う
に
『
む
し
歯
菌
』『
糖
』 

『
弱
い
歯
』
の
３
拍
子
そ
ろ
う 

と
、
で
き
て
し
ま
う
の
で
す
。 

　
し
た
が
っ
て
、
３
つ
の
条
件

の
う
ち
１
つ
で
も
な
く
な
れ
ば

む
し
歯
は
で
き
ま
せ
ん
。
歯
が

形
成
さ
れ
る
時
期
に
フ
ッ
素
が 

作
用
す
る
と
、
歯
を
丈
夫
に
し
、 

酸
に
溶
け
に
く
い
抵
抗
力
の
あ

る
歯
質
を
つ
く
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
フ
ッ
素
は
細
菌
に
作

用
し
て
、
む
し
歯
の
原
因
と
な

る
酸
の
生
成
を
抑
え
ま
す
。
さ

ら
に
、
フ
ッ
素
は
初
期
む
し
歯

を
も
と
に
も
ど
す
こ
と
（
再
石 

灰
化
作
用
）が
で
き
る
の
で
す
。 

　
歯
は
、
生
え
始
め
て
か
ら
の

数
年
間
が
最
も
む
し
歯
に
か
か

り
や
す
い
の
で
す
が
、
特
に
乳

歯
の
生
え
は
じ
め
る
乳
幼
児
ご

ろ
か
ら
、
永
久
歯
が
生
え
そ
ろ

う
15
歳
ご
ろ
ま
で
が

最
も
重
要
な
時
期
と

い
え
ま
す
。
こ
の
時

期
は
、
フ
ッ
素
を
使

っ
た
む
し
歯
予
防
（
フ

ッ
素
塗
布
、
フ
ッ
素
洗

口
、
フ
ッ
素
入
り
歯

磨
き
剤
に
よ
る
歯
み

が
き
）
と
と
も
に
、

次
の
こ
と
に
も
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
！ 

①
甘
い
お
や
つ
・
飲
み
物
を
と

る
回
数
を
減
ら
す 

②
食
事
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
る 

③
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を
守

る 

④
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
し
っ
か
り

行
う 

潸
か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
で
定

期
健
診
を
受
け
る 

　
フ
ッ
素
は
虫
歯
予
防
に
有
効

で
す
。
小
豆
島
町
で
は
１
歳
６

か
月
児
健
診
、
２
歳
児
歯
科
健

診
、
３
歳
児
健
診
で
フ
ッ
素
塗

布
を
行
い
ま
す
が
、
対
象
児
以

外
も
希
望
さ
れ
る
方
は
自
由
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
広

報
等
で
確
認
の
う
え
、
受
付
時

間
内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

健
診
時
に
は
誰
で
も で

き
ま
す 

フ
ッ
素
塗
布 

歯
の
健
康
に
つ
い
て 

フ
ッ
素
っ
て
何
？ 

3つのうち1つなくなれば 
むし歯はできない 
歯こうをとる 

歯ブラシ／糸ようじ 
甘味を制限する 
おやつの注意 

強い歯を作る 
バランスのとれた栄養／フッ素／シーラント 

弱い歯 

むし歯菌 糖 

むし歯 
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厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る

と
、
昭
和
50
年
か
ら
52
年
に
生

ま
れ
た
方
は
ポ
リ
オ
の
免
疫
を

保
有
し
て
い
る
割
合
が
、
他
の

年
齢
層
に
比
べ
て
低
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
次

の
場
合
に
は
再
度
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
受
け
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。 

①
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
常
在
国（
ア

フ
リ
カ
地
域
・
東
南
ア
ジ
ア

な
ど
）
に
渡
航
さ
れ
る
と
き 

②
お
子
様
が
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
る
と
き 

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
下
記
の

連
絡
先
で
予
約
し
、
予
防
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
こ
の
場
合
、
任
意
接

種
に
な
り
ま
す
の
で
、
自
費
で

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

元 気 に な る  

こ の １ 品  

ポリオワクチン 

追 加接種 
についてのお知らせ 

昭和50年～52年 
生まれの方へ 

蘆内海病院（小児科） 

4月20日貅 

4月25日貂 

15：00～15：45 

蕁 82－2121 

月～金 

16：00～17：00

蘆土庄中央病院 
　　　　　（小児科） 

問い合わせ時に相 

談します。 

蕁 62－1211 

月～金 

9：00～17：00

小豆島町食生活改善推進協議会のお薦めメニューです。 

�材　料（4人分） 
・もやし 
・ピーマン 
・ちりめんじゃこ 
・かぼちゃ 

 
1/2袋 
２個 
20裼 
120裼 

 

 
・卵 
・油 
・塩 
・こしょう 

 
４個 

大さじ１（10g） 
小さじ1/2（3g） 

少々 

テーマ「朝ごはんをしっかり食べましょう。」 
【巣ごもり目玉焼き】 

�栄養価（1人分） 
エネルギー　 
たんぱく質 

150 kcal 
9.9裼 

脂　　　肪 
塩　　　分 
カルシウム 

8.3裼 
1.3裼 
64褂 

�作り方 
①ピーマン・かぼちゃは千切りにし、もやし・ちりめ
んじゃことともに、さっと炒め、塩・こしょうで味
を整える。 

②炒めた野菜の中央をくぼませて、卵を割りいれる。 

③ふたをして卵を好みのか
たさに仕上げる。 

�応用ヒント 
小松菜・にんじんなどを使っ
ても良い。 

4月　暮らしのカレンダー 
   
入浴サービス　豊寿園   
 
   
   
   
ポリオ予防接種（対象：生後３～90か月児）   
　13：30～14：00　池田保健センター   
心配ごと相談所 13：30～15：30 内海庁舎   
   
１歳６か月健診（対象児：平成16年９･10月
生まれ）13：15～14：00 受付 
　介護老人保健施設うちのみ   
健康相談　13：30～14：30 
　介護老人保健施設うちのみ   
   
   
健康相談　13：30～14：30　入部青年クラブ   
健康相談　13：30～14：30　吉野集落センター   
健康相談　13：30～14：30　農協二生支店   
ポリオ予防接種（対象：生後３～90か月児）   
　15：00～15：30　介護老人保健施設うちのみ   
入浴サービス　豊寿園   
   
   
   
   
ポリオ予防接種（対象：生後３～90か月児）   
　15：00～15：30　介護老人保健施設うちのみ   
心配ごと相談所　13：30～15：30 
　池田保健センター   
乳児健診（対象児：平成17年６･12月生まれ）   
　９･10か月児：13：15～13：30 受付 
　３･４か月児：13：45～14：00 受付 
　介護老人保健施設うちのみ 
    
健康相談　13：30～14：30 
　介護老人保健施設うちのみ   
   
   
   
健康相談　13：00～15：00　池田保健センター   
母と子のすくすくルーム 
（対象児：平成18年２月生まれ）   
　13：30 集合　介護老人保健施設うちのみ   
BCG予防接種（対象児：生後２～５か月児）   
　15：00～15：30　介護老人保健施設うちのみ   
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土 
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日 
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木 
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土 
日 
 
月 
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水 
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（　　　　　　　　） （　　　　　　　　） 

（今月号折込の防災マップを使って、避難経路・場所の確認をしましょう）11 -2006.4 2006.4-2あ
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・左記の②および③に該当する方は、 
　減額認定証を提示することにより
減額が受けられます。 
・医療機関で提供される食事の内容
が変わるものではなく、食事の負
担額について、食数に関わらず１
日単位で計算していたものを１食
単位の計算に変更するものです。 
問い合わせ先 

住民福祉課　蕁82－7006

国
民
年
金
制
度 

改
正
の
お
知
ら
せ 

蘆住民福祉課　　　　　蕁82－7005 
　　　　　　　　　　　蕁82－7006 

蘆池田総合窓口センター　 
　　　　　　　　　　　蕁75－0558 
 

  

■ 

国
民
年
金
保
険
料
額 

　
平
成
18
年
４
月
〜
平
成
19
年

３
月
分
の
国
民
年
金
保
険
料
額 

は
月
額
「
１
３,
８
６
０
円
」
で

す
。 

　
保
険
料
の
納
付
は
、
便
利
で

お
得
な
「
口
座
振
替
」
、「
前
納

制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

■ 

障
害
年
金 

　
従
来
、
一
緒
に
支
払
わ
れ
な

か
っ
た
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢

厚
生
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
と

遺
族
厚
生
年
金
の
併
給
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。 

　
併
給
を
希
望
す
る
場
合
は
、

選
択
申
出
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。 

 

問
い
合
わ
せ
先
　 

高
松
東
社
会
保
険
事
務
所
　 

年
金
業
務
課
　 

蕁
０
８
７
―

８
６
１
―

３
８
６
７ 

年
金
給
付
課
　 

蕁
０
８
７
―

８
６
１
―

３
８
６
８ 

保険のい・ろ・は 
国民健康保険・国民年金 
などに関する情報です 

4月1日から健康保険法等の規定に基づいて 

◎4月1日から入院時の食事の負担が、1日単位から、1食単位に 
　変更されます。 

負担方法が変わります 
入院時の食事についての 

①　一般の方 

滷　 

町民税非課税の世帯に属する方 
（③以外の方） 

②のうち、所得が一定の基準に 
満たない70歳以上の方 

過去１年間の入院日数が 
90日を超えている場合 

澆　 

（　　　　　　　　　　　　　　） 

１日につき 
780円 

１食につき 
260円 

１日につき 
650円 

１食につき 
210円 

500円 160円 

１日につき 
300円 

１食につき 
100円 

変更前  変更後  

新
し
い
証
書
を
 

受
け
取
り
ま
し
た
か
?

小
豆
島
町
の
 

各
種
福
祉
関
係
証
書
の
 

使
用
に
つ
い
て
 

【各種福祉関係証書】 

国民健康保険  

 

老 人 保 健  

介 護 保 険  

福 祉 医 療  

①国民健康保険被保険者証 

②国民健康保険高齢受給者証 

③国民健康保険限度額適用・ 

　標準負担額減額認定証 

④国民健康保険特定疾病療養受療証 

①老人保健法医療受給者証 

②老人医療の限度額適用・ 

　標準負担額減額認定証 

③老人保健特定疾病療養受療証 

①介護保険被保険者証 

滷介護保険負担限度額認定証 

①乳幼児医療費受給資格者証 

②母子家庭等医療費受給資格者証 

③重度心身障害者等医療費受給資格者証 

→ 

→ 

→ 

→ 

（社会福祉係） 

（高齢者福祉･国保年金係） 

 

（福祉･保健係） 

 

　
平
成
18
年
４
月
１
日
以
降
に

ご
使
用
い
た
だ
く
小
豆
島
町
の

各
種
福
祉
関
係
の
証
書
に
つ
い

て
、
左
記
の
証
書
の
う
ち
該
当

す
る
物
だ
け
を
、
世
帯
分
を
ま

と
め
て
３
月
末
に
郵
送
し
て
い

ま
す
。
受
け
取
っ
た
ら
記
載
内

容
に
誤
り
が
な
い
か
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。 

　
４
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関

等
で
受
診
す
る
と
き
に
は
今
回

お
届
け
し
た
小
豆
島
町
の
証
書 

を
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
旧
証

書
は
３
月
31
日
を
も
っ
て
無
効

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
役
場

ま
た
は
各
地
区
公
民
館
ま
で
返 

還
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
既

に
処
分
さ
れ
た
方
や
紛
失
し
た

方
は
返
還
し
て
い
た
だ
く
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 



■■内内海海町町はは『『平平和和のの町町』』をを宣宣言言ししてていいまますす！！

みなさんからの情報をおまちしています。 
企画財政課 広報秘書係  蕁75－1800

あ の人の幼稚園時代は・・・ 
草壁幼稚園創立100周年記念写真展 

　３月12日から２日間、草壁の内海保健センタ
ーで草壁幼稚園創立100周年を記念した写真展が
開催されました。大正初期に撮ったという古い
集合写真から、現在の写真まで全部で約190点の
写真が掲示され、来場した人は、幼い頃の自分
や知人の幼稚園時代のかわいらしい写真をみつ
けては昔を懐かしんだり、その写真を子どもに
見せたりして楽しんでいました。 

51 年の歴史に幕・・・ 
池田町役場閉町式 

先 輩へ熱いメッセージ 
内海中学校卒業式 

　３月14日、内海中学校で卒
業式が開催されました。卒業
式、各クラスでの最後の会の
あと、在校生による見送りが
行われ、生徒会役員手製の、「内中の卒業生と
しての誇りを持って、新しい未来への一歩を踏
み出そう」との垂れ幕が掲げられました。 
　在校生からの熱いエールを受けた、卒業生の
表情には一抹の寂しさの中にも、新しい門出に
向けての誇らしさが浮かんでいました。 

　３月21日の合併に先立ち、池田町閉町式が
３月５日、約100名の各種団体代表者出席の
もと、イマージュセンターで行われました。
式典は、君が代斉唱の後、岡淳一助役により
開会し、八木壮一郎町長と中村巌町議会議長 
の式辞のあと、小笹彩加さん（池田小学校）
と日向直くん（池田中学校）による「池田町

の思い出」が発表されました。 
　そして、式の終わりには、中井繁麿池田町総
代会会長の万歳三唱の後、町長と議長により町
旗の降納が行われ、約半世紀の歴史の幕を閉じ
ました。 

↑「池田町の思い出」を発表する小笹さんと日向くん↓ 

13 -2006.4 2006.4-6あ



A p

r
i
l4

月
 

募
集 

R
e
c
r
u
itm
e
n
t

介
護
支
援
専
門
員 

　
　
（
嘱
託
）の
募
集 

募
集
人
員
…
２
名 

応
募
資
格
…
介
護
支
援
専
門

員
資
格
取
得
者
・
普
通
自
動

車
運
転
免
許
取
得
者 

勤

務

先
…
小
豆
島
町
介
護

サ
ー
ビ
ス
う
ち
の
み 

募
集
期
限
…
４
月
14
日
貊 

申
込
方
法
…
履
歴
書
、
資
格

ま
た
は
免
許
の
写
し
を
添
え

て
、
健
康
増
進
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先
…
健
康
増
進

課
（
蕁
８
２
―
７
０
３
４
） 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー 

　
　
　
（
嘱
託
）
募
集 

募
集
人
数
…
１
名 

応
募
資
格
…
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
研
修
２
級
以
上
修
了
者 

普
通
自
動
車
免
許
所
有
者 

勤

務

先
…
小
豆
島
町
介
護

サ
ー
ビ
ス
い
け
だ 

募
集
期
限
…
４
月
14
日
貊 

採
用
予
定
…
平
成
18
年
５
月

か
ら 

申
込
方
法
…
履
歴
書
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
修
了
証
書
の
写

し
を
添
え
て
、
健
康
増
進
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先
…
健
康
増
進

課
（
蕁
８
２
―
７
０
３
４
） 

「
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
」 

　
　
　
　
参
加
者
募
集 

　
５
月
12
日
は「
看
護
の
日
」

で
す
。
医
療
や
看
護
に
関
心

を
持
っ
て
い
る
方
、
患
者
様

と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
看

護
の
喜
び
や
命
の
尊
さ
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

日
　
時
…
５
月
13
日
貍 

　
　
　
　
９
時
〜
15
時
30
分 

募
集
人
数
…
５
名 

内
　
容
…
病
棟
で
の
看
護
体

験
、
病
院
内
・
看
護
学
院
見

学
な
ど 

申
込
締
切
…
４
月
14
日
貊 

申
込
方
法
…
は
が
き
に
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
内
海
病
院
看

護
科
・
湯
川
千
代
子
（
蕁
８

２
―
２
１
２
１
）
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

修
学
資
金
貸
付
制
度 

　
18
年
度
修
学
生
募
集 

　
小
豆
島
町
で
は
、
保
健
医
療

関
係
職
を
目
指
す
修
学
生
へ
の

貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

対

象

者
…
平
成
18
年
４
月

現
在
、
助
産
師
・
看
護
師
な 

ど
の
養
成
機
関
に
在
学
中
で
、 

卒
業
後
、
町
立
の
施
設
な
ど

で
、
そ
の
業
務
に
従
事
し
よ

う
と
す
る
方
。 

貸

付

額
…
修
学
資
金
の
貸

付
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
、

貸
付
け
を
決
定
し
た
期
間
に

つ
い
て
月
額
５
０,
０
０
０

円
。
た
だ
し
、
小
豆
島
町
奨

学
資
金
貸
付
条
例
に
よ
る
貸

付
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
香

川
県
看
護
学
生
修
学
資
金
貸

付
条
例
な
ど
に
よ
る
貸
付
を

受
け
て
い
る
場
合
は
半
額
と

な
り
ま
す
。 

貸
付
予
定
人
員
…
９
名
程
度

（
貸
し
付
け
の
申
込
は
毎
年

必
要
。
申
込
多
数
の
場
合
は

書
類
選
考
と
し
ま
す
） 

返
済
の
免
除
…
こ
の
修
学
資

金
は
、
養
成
所
な
ど
を
卒
業

し
た
後
、
１
年
以
内
に
町
立

施
設
な
ど
に
就
職
し
、
引
き

続
き
５
年
間
業
務
に
従
事
し

た
場
合
、
修
学
資
金
の
返
済

が
免
除
さ
れ
ま
す
。 

申
込
締
切
…
４
月
25
日
貂
必
着 

問
い
合
わ
せ
先
…
住
民
福
祉

課
（
蕁
８
２
―
７
０
０
５
） 

「
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
」 

採
用
案
内 

　
防
衛
庁
で
は
自
衛
官
採
用
試 

験
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

区
　
分
…
陸
・
海
・
空
一
般

幹
部
候
補
生 

海
技
術
幹
部
候
補
生 

応
募
資
格
…
平
成
18
年
４
月

１
日
現
在
22
歳
以
上
26
歳
未

満
の
男
女 

受
付
期
間 

４
月
１
日
貍
〜
５
月
12
日
貊 

試

験

日 

第
１
次
５
月
20
日
貍
・
21
日
豸 

第
２
次
６
月
20
日
貂
〜
22
日
貅

の
指
定
す
る
１
日 

※
受
験
料
は
無
料
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

自
衛
隊
土
庄
分
駐
所
（
土
庄

町
役
場
内
）蕁
６
２
―

７
０
０
０ 

自
衛
隊
高
松
募
集
案
内
所 

蕁
０
８
７
―
８
６
１
―
２
５
９
０ 

  

　シルバー人材センターとは「自主・自立、共働・共助」を基本理
念とし、働く意欲を持つ高齢者に対して、地域社会の日常生活に密
着した仕事を企業や一般家庭などから引き受けて、その仕事を会員
である高齢者の希望と能力に応じて提供する、高齢者による自主的
運営を基本とした公益団体です。地域の高齢者がともに助け合いな
がら働くことによって、自らの生きがいの充実や活力ある地域社会
づくりに寄与することを目的としています。 
　あなたの豊富な経験や知識を生かしてみませんか。 
会 員 資 格　原則として60歳以上の働く意欲のある方。 
　　　　　　シルバー人材センターの趣旨に賛同した方。 
　　　　　　入会申込書を提出し、会費を納入した方。 
活 動 内 容　①技術・技能分野（植木・造園、大工、制作加工など） 

②事務分野（宛名書き・筆耕、調査事務など） 
③管理分野（施設、物品、その他） 
④折衝外交分野（販売、集金、配達など） 
⑤一般作業分野（屋内外清掃、除草、荷物運搬、雑役など） 

問い合わせ先：小豆島町シルバー人材センター（蕁82－5311） 
受付時間：月～金　8：30～16：00

「シルバー人材センター」会員募集のご案内 

会　員 発注者 

シ
ル
バ
ー 

人
材
セ
ン
タ
ー 

町内在住の
お お む ね
60歳以上
の健康で働
く意欲のあ
る人 

滷仕事の依頼 澆仕事の提供（依頼） 

潸契約金の支払 澁配分金の支払 

漓登録 

潺仕事の実施 

企　 業 
家　 庭 
公共団体 

 
 

シルバー人材センターのしくみ 

2006.4-14あ



【2月】 

（2・3月受付分） 
【譲ります】 

 

小高男子制服　ズボン　Ｗ79  
内中男子制服　150㎝ 
内中男子制服　150㎝ 
ベビーカー  
車椅子 

無償 
無償 
無償 
無償 
無償 
 
 
 
 
 

【求めます】 

無償 
 
 
 

電動ウォーカー   

広報うちのみ3月号に掲載したヤマハエレクトー
ンは、リサイクルできました。ご協力ありがと
うございました。    

リサイクル用品を出したい、ほしいという方
は環境衛生課（蕁82－7008）までご連絡を！ 
              
 

リサイクル情報 

☆リサイクル情報の受付時間     
月～金曜日の8：30～17：15まで    
（土日、祝祭日および上記時間以外は受付できません。）    
 

 

警
察
官
A（
男
性
、女
性
） 

の
募
集
に
つ
い
て 

採
用
予
定
人
数 

男
性
55
名
程
度 

女
性
４
名
程
度 

情
報
処
理（
男
性
）２
名
程
度 

情
報
処
理（
女
性
）１
名
程
度 

語
学（
男
性
・
北
京
語
） 

２
名
程
度 

語
学（
女
性
・
北
京
語
） 

１
名
程
度 

術
科
指
導（
男
性
・
柔
道
） 

１
名
程
度 

術
科
指
導（
男
性
・
剣
道
） 

１
名
程
度 

受
付
期
間 

４
月
３
日
豺
〜
４
月
25
日
貂 

一
次
試
験 

　
５
月
13
日
貍
〜
14
日
豸 

受
験
資
格 

昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
あ
っ
て
、
大
学

を
卒
業
し
た
者
、
も
し
く
は

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
す
る
見
込
み
の
者
ま
た

は
、
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
資

格
を
有
す
る
者 

問
い
合
わ
せ
先 

小
豆
警
察
署
な
ら
び
に
最
寄

の
交
番
、
駐
在
所 

小
豆
警
察
署 

（
蕁
８
２
―
０
１
１
０
） 

小
豆
島
高
校
開
放
講
座 

　
小
豆
島
高
校
で
は
学
校
開

放
講
座
と
し
て
「
初
級
英
会

話
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

英
会
話
に
興
味
の
あ
る
方
、

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

募
集
人
数
…
30
名 

講
座
日
程
…
６
月
５
日
、
12

日
、19
日
、26
日
、７
月
３
日

（
月
曜
日
の
18
時
〜
20
時
） 

場
　
所 

小
豆
島
高
校
会
議
室 

受
講
料
…
無
料 

講
　
師
…
本
校
ア
メ
リ
カ
人

講
師
、
教
員 

申
込
期
間 

４
月
10
日
豺
〜
21
日
貊 

往
復
は
が
き
に
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

小
豆
島
高
校
開
放
講
座
担
当

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
な

お
希
望
者
が
募
集
人
員
を
超 

え
た
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。 

※
講
座
を
修
了
さ
れ
た
方
に 

は
、修
了
書
を
交
付
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

小
豆
島
高
校
　
開
放
講
座
担

当
者
（
蕁
８
２
―
２
１
３
１
） 

       

各
種
公
共
団
体
か
ら
送

付
さ
れ
る
書
類
の
住
所

字
名
の
表
記
に
つ
い
て 

　
４
月
に
は
各
種
公
共
団
体

な
ど
か
ら
書
類
や
は
が
き
な

ど
が
送
付
さ
れ
ま
す
が
、
記

載
住
所
の
字
名
が
変
更
さ
れ 

て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

次
回
送
付
分
か
ら
訂
正
さ
れ

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。 

坂
手
海
上
保
安
署
の 

　
名
称
が
変
わ
り
ま
す 

　
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
、 

坂
手
海
上
保
安
署
の
名

称
が
「
小
豆
島
海
上
保

安
署
」
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
新
し
い
住
所
は
、

香
川
県
小
豆
郡
小
豆
島
町
坂

手
甲
１
８
５
３
番
地
３
と
な

り
ま
す
。 

　
一
般
の
方
に
も
所
在
地
が

す
ぐ
に
わ
か
る
よ
う
全
国
的 

に
名
称
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、 

坂
手
海
上
保
安
署
も
こ
れ
を

機
会
に
港
の
名
称
か
ら
、
島

の
名
称
に
変
更
し
ま
し
た
。 

土
地（
家
屋
）価
格
等
の 

帳
簿
縦
覧 

　
税
務
課
で
は
、
平
成
18
年

度
の
土
地
（
家
屋
）
価
格
等

帳
簿
の
縦
覧
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
税
務
課
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

　
な
お
、
縦
覧
期
間
中
に
縦

覧
さ
れ
た
方
で
不
明
な
点
が 

あ
れ
ば
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。 

縦
覧
期
間
お
よ
び
時
間 

５
月
31
日
貉
ま
で
　 

※
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝

日
を
除
き
ま
す
。 

９
時
〜
16
時 

問
い
合
わ
せ
先
…
税
務
課 

（
蕁
８
２
―
７
０
０
３
） 

  

蘆介護老人保健施設うちのみへ 
　蜴JA香川県内海町女性部 
　蜴太田シズ子（坂手） 

蘆内海町社会福祉協議会へ 
　蜴平成18年度安田喜寿の会（安田）
蜴篠原　豊治（福田） 

蘆池田町社会福祉協議会へ 
　蜴平坂　秀子（上地） 
　蜴藤岡　兵伍（室生） 

蘆苗羽小学校へ 
　蜴昭和33年度苗羽小学校卒業生一同 
　蜴昭和52年度苗羽小学校卒業生一同 

蘆あすなろの家へ 
　蜴宗保サダ子（西村） 

広報掲載内容に誤りがありました
ので訂正して、お詫びいたします。
広報うちのみ３月号 
２ページ　誤）「草壁本町」 
　　　　→正）「草壁町」 
６ページ　誤）「上川佳代さん」 
　　　　→正）「上川祥代さん」 
８ページ　 
誤）「学校教育課　電話82－7015、 
　　 社会教育課　電話82－7014」 
正）「学校教育課　電話82－7014、 
　　 社会教育課　電話82－7015」 
広報いけだ３月号 
27ページ　オリーブマラソン参加
募集の記事 
誤）第28回　　→正）第29回 
誤）5月22日豸　→正）5月28日豸 

（敬称略） 

（旧２町での合計の数字です） 

発 生  

負 債 者  

死 亡 者  

火 災  

救 急  

3 

3 

0 

0 

52

10 

10 

0 

0 

94

区　分 件　数 1月からの 
累　計 

町内の 

みなさんからの 

発生状況 

お

知
ら
せ 

I
n
fo
r
m
a
t
io
n

15 -2006.4
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ん
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み
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女 男 女   78 9049 8997 857783 6777 5883657569 8487 9080

月
　
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
 

◎

死

　

亡
　
（
19 
人
） 

　氏
　
名
　
歳
　
世
帯
主
　
地
　
区
 

本

人

 

本

人

 

作

治

 

本

人

 

本

人

 

景

光

 

合
田
加
枝
 

日
出
子
 

 

真

二

 

洋

子

 

光

敏

 

一

枝

 

良

晃

 

正

行

 

讓

治

 

兵

伍

 

石
川
祐
子
 

均
 

谷
本
谷
雄
 

春
駒
義
晴
 

岡
田
三
郎
 

隼
　
達
也

市
坂
　
勝
 

岡
本
操
子
 

阿
部
津
子
 

岡
田
利
明
 

長
松
太
郎
 

森
岡
一
良
 

福
村
　
宏
 

大
森
繁
雄
 

明
田
和
昭
 

　
砂
松
次
 

山
田
政
男
 

紙
谷
喜
美
子
 

藤
岡
君
子
 

中
塚
　
剛
 

谷
下
俊
子
 

神
懸
通
 

草
壁
本
町
 

〃
 

〃
 

安

田

 

〃
 

苗

羽

 

〃
 

〃
 

古

江

 

坂

手

 

平

木

 

〃
 

北

地

 

東
蒲
生
 

中

山

 

室

生

 

蒲

野

 

〃
 

◎

出

　

生
　
（
3 
人
） 

赤
ち
ゃ
ん
　性
別
　保
護
者
　
地
　
区
 

竜

二

 

達

則

 

正

人

 

中
村
優
蘭
 

藤
本
弥
優
人

 

向
井
美
桜
 

橘
 

迎

地

 

平

木

 

3 

20

2 

21人
動
の

き 

い
よ
い
よ
新
し
い
町

が
誕
生
し
、
そ
し
て

こ
の「
広
報
し
ょ
う
ど

し
ま
」
も
第
1
号
を

発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
▽
町
民

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

は
「
最
も
身
近
な
情
報
紙
」
と
し

て
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
充
実
し
た

紙
面
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
き
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
め
で
た
】
 

【
お
く
や
み
】
 

あとがき 
（編集を終えて） 

 

人　口 
男　性 
女　性 
世帯数 

17,175　人 
8,067　人 
9,108　人 
6,753 世帯 

（３月１日現在） 

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
出
時
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

特設人権相談所の開設 
　人権対策課では、特設人権相談
所を開設しています。身のまわり
の人権に関する問題などでお困り
の方は、お気軽にご相談ください。
日　時　４月７日貉 
　　　　10：00～15：00 
場　所　小豆島町農村環境 
　　　　改善センター 

昭
和
52
年
に
、
地
場
産
業
に

貢
献
を
し
よ
う
と
、
今
の
会
社

（
マ
ル
キ
ン
忠
勇
株
式
会
社
）

に
、
入
社
し
ま
し
た
。
今
で
は
、

島
外
の
方
が
長
く
な
り
つ
つ
あ

り
、
小
豆
島
、
大
阪
、
札
幌
、

倉
敷
、
東
京
と
勤
務
地
が
変
わ

っ
て
い
ま
す
。
私
は
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
、
同
じ
所
で
長
く
居

る
よ
り
、
新
し
い
所
が
好
き
な

よ
う
で
す
。
全
国
ど
こ
に
行
っ

て
も
、
そ
の
土
地
、
そ
の
土
地

の
良
さ
が
あ
り
、
各
地
の
良
い

と
こ
ろ
を
見
て
暮
ら
す
こ
と

で
、
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。（
家
族
が
大
変
で
す

が
）最

近
は
、
仕
事
の
都
合
で
、

年
に
２
回
か
ら
３
回
島
に
帰

り
、
実
家
の
神
懸
通
に
泊
ま
り

ま
す
。
時
間
が
あ
る
と
き
近
所

を
散
歩
し
ま
す
が
、
そ
の
時
、

自
然
に
「
故
郷
」
の
歌
を
、
口

ず
さ
ん
で
い
ま
す
。

う
さ
ぎ
お
い
し
か
の
や
ま

こ
ぶ
な
つ
り
し
か
の
か
わ

ゆ
め
は
い
ま
も
め
ぐ
り
て

わ
す
れ
が
た
き
ふ
る
さ
と

ま
さ
に
故
郷
で
の
、
遠
い
日

1

さん（旧内海町神懸通出身・50歳） 

現住所　273－0035　千葉県船橋市本中山　　　　 

平　木　清　司 

「故　郷 （ふるさと）」 

遠くにありて… 
は ふるさと 

 

秩父宮ラグビー場にて 秩父宮ラグビー場にて 

の
情
景
が
脳
裏
に
浮
か
ん
で
き

ま
す
。（
裏
山
で
友
達
と
の
虫

取
り
、
い
た
ん
こ
と
り
、
あ
け

び
と
り
、
山
あ
そ
び
）（
川
で

友
達
と
の
、
か
え
る
と
り
、
さ

か
な
と
り
、
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
、

帆
か
け
船
遊
び
）
小
学
４
年
の

夏
休
み
、
友
達
と
毎
日
、
毎
日

裏
山
で
バ
ッ
タ
と
り
、
せ
み
と

り
、
と
ん
ぼ
と
り
に
い
そ
し
み
、

夏
の
終
わ
り
に
は
、
た
ま
り
た

ま
っ
た
宿
題
に
追
わ
れ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。

今
は
千
葉
県
に
住
ん
で
い
ま

す
。
子
供
た
ち
は
、
私
同
様
に
、

虫
取
り
が
好
き
な
様
で
す
が
、

近
所
の
公
園
、
江
戸
川
土
手
と

昔
の
小
豆
島
み
た
い
に
大
自
然

の
中
と
は
ゆ
き
ま
せ
ん
。
も
っ

ぱ
ら
家
で
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
に
夢

中
に
な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
で
は
、
東
京
錦
楓
会
、

東
京
小
豆
島
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
こ
の
会
で
故
郷
の
情
報
、

話
題
は
豊
富
で
す
。
諸
先
輩
に

も
か
わ
い
が
っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
小
豆

島
人
と
し
て
誇
り
を
も
っ
て
、

小
豆
島
の
良
さ
を
世
間
に
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

藐
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙（
40
％
）を
使
用
し
て
い
ま
す
。




